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産婦人科領域 におけ るpanipenem/betamipronの 臨床的検討

平林光司 ・岡田悦子

国立福山病院産婦人科*

新 しく開発 されたカルバペネム系抗生物質panipenem/betamipronの 産 婦人科領域 におけ

る臨床的検討 を行い,以 下の成績を得た。

1)産 婦人科領域感染症患者14例 に本剤投与を行 ったところ著効1例,有 効12例,無 効1例

で有効率は92.9%を 示 した。

2)本 剤に起因する自他覚的副作用はな く,臨 床検査値異常は1例 にGOT,GPT,γ-GTP

の軽度上昇が認められたが,臨 床的に問題 となるものではなかった。
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Panipenem/betamipmon(PAPM/BP)は,三 共株

式会社で新 しく開発 されたカルバペネム系抗生物質

panipenem(PAPM)とbetamipron(BP)(N-ベ ン

ゾイル-β-ア ラニン)の1:1(重 量比)の 配合剤であ

る。PAPMは β-1actamaseに 安 定でグラム陽性,陰 性

菌および嫌気性菌の広範囲の菌種に対 して優れた抗菌

力を示す。 また,各 種病原菌によるマウス感染治療実

験においても,優 れた効果が認め られてお り,中 枢へ

の作用 も極めて弱い。PAPMの ウサギ腎毒性試験では

cephaloridine(CER)の 腎毒性よ り低いことが認めら

れたが,安 全性 をさらに高めるため有機 イオン輸送抑

制剤であるBPと の配合剤が開発された。BPは,薬 理

作用を有さない安全性の高いア ミノ酸誘導体 である1)。

今 回,著 者 らはPAPM/BPの 産 婦人科領域感染症に

対する有効性および安全性について臨床的に検討 を行

ったので報告する。

対象は,平 成元年12月 より平成2年12月 までの間に

国立福山病院産婦人科に入院 した産婦人科的感染症患

者14例 とした。その内訳は,子 宮付属器炎3例,子 宮

内感染3例,子 宮考結合織炎4例,骨 盤腹膜炎4例 で

あった。

投与方法は,PAPM/BPを1回0.5g/0.5gを1日2

回点滴静注 した。なお,本 剤投与期間中に抗菌剤など

PAPM/BPの 効 果判定に影響 を与 えると思 われ る薬

剤の併用は一切行っていない。

効果判定は,起 炎菌の消長,自 他覚症状の消長,臨

床検査成績の推移から総合的に判定 し,主 要 自他覚症

状,検 査所見が3日 以内に著 しく改善 し治癒 した場合

を著効,症 状が3日 以内に改善の傾向を示 し,そ の後

治癒した場合を有効,症 状が3日 経過 しても改善され

ない場合は無効とした。

なお,手 術,切 開などの外科的処置を併用した場合

は著効 とせず,す べて有効と判定した。

Tabel1に 症例の一覧を示した。

子宮付属器炎(卵 巣膿瘍)の3例 のうち2例 は,自

他覚症状および臨床検査値の改善により有効としたが,

他の1例 は重症の症例であり本剤投与にもかかわらず,

自他覚症状の改善が認められず無効と判定 した。

子宮内感染の3例 は全例有効以上であり,そ のうち

1例 は臨床所見の著明改善を認め著効と判定した。子

宮考結合織炎4例,骨 盤腹膜炎の4症 例は,全 て有効

であった。

本剤投与前に細菌が分離された症例は8症 例で,分

離 された菌株は19株 であった。 内訳は, Enterococcus

faecalis が4株,  Corynebacterium spp., Enterobacter

aerogenes が2株,お よび Staphylococcus aureus, Sta-

phylococcus epidermidis, Staphylococcus simulans,

Streptococcus sanguis, Peptostreptococcus anaerobius,

Peptostreptococcus productus, Peptostreptococcus asac-

charolyticus, Peptostreptococcus spp., Streptococcus

spp., Escherichia coli, Bacteroides spp. がそれぞれ1

株 であ り,本 剤投与により全株消失 した。

本剤に起因す ると考 えられる自他覚的副作用は認め

られ なか ったが,臨 床検 査値異常 は1例 にGOT,

GPT,γ-GTPの 軽度上昇が認め られた(Table2)。

産婦人科領域における細菌感染症の場合,各 種の菌

が分離され,ま た混合感染も多数みられる。そのため

治療に際 して,広 い抗菌スペ クトラム と強い抗菌力を
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Table 1. Clinical summary of patients treated with panipenem/betamipron

*MIC: inoculum size 106cells/ml

有する薬剤が有用 と思われる。

今 回,著 者 らは新 し くカルバペ ネム 系抗生 物 質

PAPM/BPの 臨床的検討 を行 った。検討症例14例 中,

著 効1例,有 効12例,無 効1例 で有効以上の有効率は

92.9%(13/14)で あった。また,細 菌学的効果は,分

離 された薗株が全株消失 と満足のできる結果であった。

このことか ら著者らの臨床的検討結果は,本 剤の十分

な組織への移行 と細菌学的特長を良 く反映 したものと

考えられた。
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of panipenem/betamipron

B: before A: after

また,本 剤による自他覚的副作用は認めず,臨 床検

査値異常は1例 のみであった。以上の成績は,本 剤が

産婦人科領域感染症に対 して有用性が高いことを示唆

するもの と考 える。
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CLINICAL STUDY ON PANIPENEM/BETAMIPRON IN
OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

Koji Hirabayashi and Etsuko Okada

Department of Obstetrics and Gynecology, National Fukuyama Hospital

4-14-17 Okinogami-machi, Fukuyama 720, Japan

A clinical study of panipenem/betamipron (PAPM/BP), a new carbapenem antibiotic, was

performed in 14 patients with obstetric and gynecological infections. Clinical efficacy was excellent
in 1, good in 12, and poor in 1 case. No side effects were found, but slight elevations of GOT, GPT

and y-GTP were observed in 1 case.


